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ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ＫＡＫＥＮＨＩ プログラム概要 

研 究 機 関 名 近畿大学 

プ ロ グ ラ ム 名 表現活動を通して共感性の「かたち」を体感してみよう 

先生（代表者） 松岡 敬興（まつおか よしき）・工学部教育推進センター・教授 

 

 

自 己 紹 介 自分自身と向き合うことができる（本音で語り合える）人間関

係づくりに取り組んでいます。中でも「思いやり」の気持ちを行動

につなげるために、新たな気づきを促すロールプレイや描画表

現を通した制作活動を組み入れた授業に注目しています。 

ところで AC ジャパンの広告に「思いは見えないけれど、思い

やりは誰にでも見える。その気持ちをカタチに。」というフレーズ

があります。これは相手に寄り添う行動を指します。それを実現

する手だての一つが、広い意味でコミュニケーションになりま

す。 

本プログラムでは、ロールプレイや描画表現による体験活動

を通して、コミュニケーションを豊かにし、互いの良さを知り、認

め、共有し合うことで、「思いやり」をカタチとして実感していただ

く取組です。受講者のみなさんと共に、心をゆさぶり、心の内面

からハッとするような気づきを共有しましょう。 

 

開 催 日 ・ 

募 集 対 象 令和５年 11 月 ３日（金） 

受 講 

対象者 

①小学 

（5･6 年生） 

②中学生 

募集 

人数 20 名 

集合場所・時間 近畿大学 工学部 C 館・305 教室 （集合時間） 12:30～13:00 

開 催 会 場 

 

〒739-2116 広島県東広島市高屋うめの辺１番 

アクセスマップ URL：https://www.kindai.ac.jp/engineering/access/ 

内 容 

 みなさんは、「思いやり」という言葉から何をイメージされますか。実はみなさんと周りの仲間との間で、

より雰囲気の良い人間関係を作るうえで、「思いやり」を欠かすことはできません。その一方で、何よりも

「思いやり」の心を行動に移すことは、とても難しいことです。実際、頭では理解できているのに、行動が

出来なかった経験がありませんか。 

 そこで本プログラムでは、「共感性」に注目して、仲間と一緒に真の「思いやり」のカタチを実感できる手

だてとして、描画表現（自由に描く活動）やロールプレイ（役割演技）に取り組みます。描画表現活動で

は、出来あがった制作作品を仲間と一緒に見ながら、新たな気づきを発表し合い意見を交わすことで、

互いに心理的な距離を縮めます。仲間のことをより深く知ることを通して、相手を思いやり・慮る行動がも

たらされます。 

 また、ロールプレイでは、物語のある場面を取りあげ、実際に役割を演じることを通して、登場人物の

気持ちを追体験していただきます。演じる人、演じる仲間のようすを見る人、それぞれ感じる内容が異な

りますので、互いに意見を出し合い、多様な見方や考え方を知り共有することができます。 

 



 
共感性の気づきにつなげるロールプレイ 

 

 

持 ち 物 特 記 事 項 

筆記用具（鉛筆） 

消しゴム 

 

保護者、学校関係者のみなさまの参加・見学を、心より歓迎いた

します。 

 

スケジュール 

12:30～13:00  受付 （工学部 C 館 305 教室前に集合） 

13:00～13:10  開講式 （挨拶、ガイダンス） 

13:10～13:25  科研費に関わる説明及び質疑応答 

13:25～13:55  講義「共感性とは」 

13:55～14:00  質疑応答（終了後、10 分休憩） 

14:10～14:40  共感性を生かしたロールプレイによる表現活動 

          ・教材『監督がくれたメダル（大谷泰志さん）』 

14:40～14:55  ふりかえり（気づきや感想を受講生の間で共有する） 

14:55～15:00  集合写真撮影（終了後、10 分休憩） 

15:00～15:10  クッキータイム＆フリートーク 

15:10～16:00  描画表現活動 

          ・教材「なかまと協働しながら大判画用紙に絵画を完成させよう」 

16:10～16:30  シェアリング（気づきや感想を受講生の間で共有する） 

16:30～16:45  修了式（未来博士号の授与） 

16:45～16:50  講評 

16:50～17:00  アンケートの記入、諸連絡 

17:00       終了、解散 

 

 



※当プログラムは先着順にて受付を行います。

23HT0157

基盤研究(C)（一
般）

基盤研究(C)（一
般）

基盤研究(C)（一
般）

共感性、思いやり
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課題番号 分野 キーワード

近畿大学工学部教育推進センター・松岡敬興
《お問合せ・お申込先》

所属・氏名  ：

住       所 ：

T E L 番 号 ：

E - m a i l ：

申込締切日  ：

082-434-7384

ymatuoka@hiro.kindai.ac.jp

2023年10月23日（月）

《プログラムと関係する先生（実施代表者）の科研費》

研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名

2021年度 ～ 21K02552

特別活動によるいじめ未然防止プログラムの開発研究－
学級活動で培う人間関係の構築－

17K04867

特別活動で育むいじめ未然防止プログラムの開発研究－
人間関係を再構築する学級活動－

25381281

特別活動によるいじめ未然防止プログラムの開発研究－
学級活動で育む人間関係の構築－

★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！

※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。

https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000010510539

社会

広島県東広島市高屋うめの辺１番

2024年度

2017年度 ～ 
2020年度

2013年度 ～ 
2016年度


